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マメ科のアイラトビカズラです。熊本県の菊鹿町の相良寺に自生しています。薬用植物として、根・茎葉を用いると記してあります。味は苦く、性質は温。効能は、血の流

れを良くし・血を補う。リウマチ性の痛み・麻痺、四肢の麻痺、筋骨の痛みの改善に用いるとされています。４月中旬から開花します。薬用植物園に見学においで下さい。	 
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